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ごみの「今」と「未来」



売
却
益
が
約
７
２
０
０
万
円
あ
り

ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

燃
や
せ
ば
温
室
効
果
ガ
ス
発
生

市
で
は
現
在
、
敷
根
清
掃
セ
ン

タ
ー
に
可
燃
ご
み
を
集
め
高
温
で

溶
か
す
処
理
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
械
を
稼
働
す
る
に
は
多
く
の

電
気
と
灯
油
を
使
用
す
る
た
め
、

同
セ
ン
タ
ー
が
排
出
す
る
温
室
効

果
ガ
ス
は
年
間
約
２
万
３
千
㌧
－

Ｃ
０
２
※

。
こ
れ
は
市
の
全
て
の

公
共
施
設
が
排
出
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
半
分
に
当
た
り
ま
す
。「
燃

や
す
ご
み
の
量
を
減
ら
せ
ば
温
室

効
果
ガ
ス
の
発
生
も
減
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
や
経
費
削
減
の

た
め
に
も
、
ご
み
の
減
量
化
・
再

資
源
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
」
と
末
松
課
長
は
呼
び
掛
け
ま

す
。敷

根
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
供
用
開

始
か
ら
22
年
目
を
迎
え
、
老
朽
化

な
ど
に
よ
り
不
具
合
が
起
こ
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
。
そ
こ
で
将
来
に

わ
た
り
安
全
で
安
定
し
た
ご
み
処

理
を
行
え
る
よ
う
に
、
新
た
な
施

設
・（
仮
称
）霧
島
市
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
を
建
設
中
で
、
令
和
８
年

２
月
に
完
成
予
定
で
す
。
新
施
設

は
民
間
事
業
者
の
経
営
能
力
や
技

術
力
を
生
か
し
、
よ
り
効
率
的
で

効
果
的
な
ご
み
処
理
を
行
え
る
よ

う
に
な
る
た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
発
生
抑
制
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ご
み
を
減
ら
す
に
は

令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
ご
み

の
組
成
分
類
調
査
で
、
市
内
の
ご

み
の
分
別
状
況
を
調
べ
ま
し
た
。

家
庭
系
可
燃
ご
み
と
し
て
出
さ
れ

た
資
源
物
な
ど
は
約
１
割
で
、
前

回（
平
成
27
年
度
）よ
り
分
別
が
改

善
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す（
グ
ラ
フ
２
）。
一
方
、
不
燃
ご

み
に
は
可
燃
ご
み
と
資
源
物
が
ま

だ
約
４
割
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い

う
結
果
に（
グ
ラ
フ
３
）。
末
松
課

長
は「
可
燃
ご
み
の
大
部
分
を
占

め
る
生
ご
み
の
水
分
率
は
約
75
％

で
前
回
か
ら
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
引
き
続
き
分
別
と
水
切

り
の
徹
底
を
呼
び
掛
け
て
い
き
ま

す
が
、
そ
も
そ
も
ご
み
が
発
生
し

な
い
社
会
へ
と
変
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
食
品
ロ
ス
の
削
減

や
循
環
経
済（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
）の
取
り
組
み
も
進
め
て

い
き
た
い
」と
力
を
込
め
ま
す
。

未来を育む森」をコンセプトに、豊
かな自然と調和し開放的で、市

民の皆さまに愛される施設を目指して
います。焼却はより効率的に、そして
省エネで行えるようになり、焼却時に
出る熱を利用した発電能力は現在の施
設の約２倍。施設内の電力が賄え、余っ
た電力は売却する計画です。施設内に
は見学ルートを設け、環境やSDGsに
ついて考え、体感できる施設にする予
定です。

環境衛生課
末松 正

まさ

純
ずみ

 課長（54）

い
ろ
い
ろ
な
未
来
を
育
む
施
設
に

（仮称）霧島市クリーンセンター完成予想図

生
活
す
る
中
で
、
ど
う
し
て
も

出
て
し
ま
う「
ご
み
」。
今
日
１
日

で
、
あ
な
た
は
ど
れ
だ
け
の
ご
み

を
出
し
た
か
覚
え
て
い
ま
す
か
。

霧
島
市
の
ご
み
事
情

約
12
・
５
万
人
が
暮
ら
す
霧
島

市
の
家
庭
や
職
場
、
店
な
ど
か
ら

出
る
ご
み
の
量
は
、
年
間
約
４
万

２
千
㌧
。
こ
の
う
ち
約
３
万
６
千

㌧
が
可
燃
ご
み
で
、
全
体
の
約
９

割
を
占
め
ま
す
。
１
人
１
日
当
た

り
の
ご
み
の
量
は
９
１
９
㌘（
令

和
４
年
度
）で
、
年
々
減
量
化
傾

向
で
は
あ
る
も
の
の
、
全
国
平
均

を
上
回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

（
グ
ラ
フ
１
）。

処
分
す
る
に
も
お
金
が
か
か
る

一
般
的
に
、
私
た
ち
が
出
し
た

ご
み
は
ご
み
収
集
所
で
回
収
さ
れ
、�

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
処
理
さ
れ
ま

す
。
ご
み
を
運
搬
し
て
処
理
す
る

ま
で
に
か
か
る
費
用
は
、
年
間
約

17
億
３
千
万
円（
令
和
４
年
度
）。

環
境
衛
生
課
の
末
松
正ま

さ

純ず
み

課
長

（
54
）は「
ご
み
処
理
費
用
に
使
え

る
国
や
県
の
補
助
金
は
な
く
、
ほ

と
ん
ど
を
市
税
な
ど
の
一
般
財
源

で
賄
っ
て
い
ま
す
。
処
理
費
用
を

抑
え
つ
つ
財
源
確
保
に
努
め
、
費

用
負
担
の
公
平
化
を
図
る
こ
と
が

今
後
の
課
題
で
す
。
令
和
４
年
度

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
に
よ

り
缶
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の

ごみの「今」と「未来」
５月30日は「ごみゼロの日」。
今回は、ごみの減量化と再資源化について考えます。
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グラフ 1）１人１日当たりのごみの量の全国と鹿児島県、霧島市との比較
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川崎重工業㈱
環境プラント営業部技術営業課課長
河口 純子さん

グラフ 2）ごみの組成調査結果

グラフ 3）家庭系不燃ごみの主な内訳

平成27（2015）年度 令和４（2022）年度

家庭系可燃ごみ

可燃ごみ
71.53% 可燃ごみ

90.78%

不燃ごみ
0.05%

不燃ごみ
1.70%

施設選別資源物
0.02%

分別収集資源物
9.15%

資源物
26.77%

18.518.5%%18.918.9%%

6.66.6%%6.06.0%%

8.78.7%%

5.15.1%%

2.62.6%%
3.83.8%%3.33.3%%

1.71.7%%

10.210.2%%

13.513.5%%

資
源
化
で
き
な
い

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品

そ
の
他
の
可
燃
ご
み

資
源
化
で
き
な
い

び
ん
類

ガ
ラ
ス
類

そ
の
他
の
不
燃
ご
み

び
ん
類

缶
類

小
型
家
電

ス
プ
レ
ー
缶

陶
器
類

金
属
類

▶

RECYCLE
※
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
単
位
。

可燃ごみ約19％ 資源物約17％
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霧
島
市
で
は
家
庭
ご
み
を
可
燃

ご
み
、
不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
、

市
で
処
理
で
き
な
い
ご
み
、
そ
し

て
資
源
物
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
15
種
類
に
分
類
さ
れ
る
資

源
物
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に

よ
っ
て
資
源
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

霧
島
市
の
分
別
は
Ａ
ラ
ン
ク

紙
類
と
古
着
等
、
小
型
家
電
以

外
の
資
源
物
10
種
の
中
間
処
理
を

一
手
に
担
う
の
が
、
㈱
国
分
隼
人

衛
生
公
社
が
運
営
す
る
天
降
川
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー（
以
下
、セ
ン�

タ
ー
）で
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
み
収
集
所

や
直
接
搬
入
さ
れ
た
資
源
物
を
、

適
切
に
仕
分
け
さ
れ
て
い
る
か
選

別
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
な
ど

は
機
械
で
圧
縮
を
し
て
、
資
源
化

を
請
け
負
う
業
者
に
引
き
渡
す
ま

で
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
霧
島
市
民
は
適
切
に
資
源
物

を
分
別
し
て
い
る
の
で
、
異
物
が

含
ま
れ
て
い
な
い
純
度
の
高
い
資

源
物
と
し
て
重
宝
さ
れ
ま
す
」
と

話
す
の
は
、
セ
ン
タ
ー
で
働
く
㈱

国
分
隼
人
衛
生
公
社
の
宮
田
航
史

郎
さ
ん（
32
）。
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
法
で
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
資
源
物
は
、
セ
ン

タ
ー
か
ら
引
き
渡
さ
れ
た
後
に
抜

き
打
ち
で
品
質
調
査
が
行
わ
れ
て

お
り
、
霧
島
市
の
評
価
は
全
て
の

項
目
で
最
高
ラ
ン
ク
の
Ａ
。
セ
ン

タ
ー
従
業
員
に
よ
る
選
別
作
業
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
選
別
に
か

か
る
時
間
は
短
く
、
選
別
作
業
レ�

ー
ン
自
体
も
他
の
ま
ち
の
施
設
に

比
べ
て
と
て
も
短
い
と
宮
田
さ
ん

は
言
い
ま
す
。「
中
に
は
プ
ラ
ス
チ�

ッ
ク
製
の
ハ
ン
ガ
ー
や
歯
ブ
ラ
シ

な
ど
、
分
別
を
誤
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
可
燃
ご
み

と
し
て
捨
て
ら
れ
て
い
る
資
源
物

は
ま
だ
ま
だ
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
分

別
し
て
出
し
て
も
ら
え
た
ら
」

生
ま
れ
変
わ
る

引
き
渡
さ
れ
た
資
源
物
は
、
新

た
に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
に
粉
々

に
さ
れ
た
り
、
溶
か
さ
れ
た
り
し

て
資
源
化
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
が

出
す
資
源
物
も
県
内
外
へ
と
運
ば

れ
、
資
源
化
さ
れ
て
新
た
な
商
品

に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
洋
服
の

繊
維
や
再
び
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
、

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
再
生
樹

脂
な
ど
に
。
と
は
言
え
、
自
分
が

出
し
た
資
源
物
が
再
商
品
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
人

は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。セ

ン
タ
ー
で
は
再
商
品
化
義
務

の
対
象
品
目
の
ほ
か
に
乾
電
池
、

蛍
光
灯
、
廃
食
用
油
と
い
っ
た
資

源
物
も
回
収
し
て
い
ま
す
。
中
で

も
油
は
施
設
内
に
あ
る
設
備
で
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
、
そ
の
燃
料
で
13
台

の
ご
み
収
集
車
な
ど
を
動
か
し
て

い
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
今
日
見

た
ご
み
収
集
車
は
、
あ
な
た
が
資

源
物
と
し
て
出
し
た
燃
料
で
走
っ

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■

ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源
化
に

触
れ
た
今
回
の
特
集
。
市
で
は
ご

み
の
減
量
化
や
資
源
物
の
分
別
を

進
め
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る

資
源
を
未
来
に
残
す
た
め
に
、
今

あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

市と協定を結び、使用済みのペット
ボトルを新たなペットボトルに生

まれ変わらせる「ボトルtoボトル」水平
リサイクルを４月１日から開始していま
す。リサイクル先を「見える化」すること
で分別意識の向上につながり、化石由来
原料の新規使用をゼロにできれば100％
の再資源化が実現します。取り組みの一
環で次世代環境教育「水

みず

育
いく

」の授業などの
実施も、今後行っていく予定です。

引っ越しに合わせて電気式生ごみ処
理機の購入を検討していた時に、

市の助成制度を知って利用しました。消
費電力が少なくにおいが抑えられる物を
吟味して選びました。実際に使ってみる
と、においも音も気になりません。花を
育てるのが好きで、生ごみを堆肥に変え
られる処理機はわが家で大活躍。重い生
ごみを捨てに行くこともなくなり、今後
も長く使っていきたいです。

持
続
可
能
な
地
球
環
境
を
次
世
代
に

生
ご
み
で
き
れ
い
な
花
を

サントリーホールディングス㈱
サステナビリティ経営推進本部

（地域共創）資源循環グループ担当部長
平田 哲夫さん（60）

電気式生ごみ処理機利用者

西内 幸
ゆき

花
か

さん（57）
国分在住

◦電気式生ごみ処理機購入助成

　電気式生ごみ処理
機の購入額の２分の

１（上限２

万円）を助成していま
す。

◦出前講座
　ごみの分別収集や

リサイクルについて
、市職員が

詳しく説明します。

※�詳細は問い合わせ
るか市ホームページ

をご覧ください。

�問・�申＝ 環境衛生課  ☎（64）0961

集められた
資源物の行方

再資源化し、再び商品に生まれ変わる

分別して資源物として出す
ペットボトル、瓶、缶、プラスチックなど。
回収された後はどのようにして「資源」に
なるのでしょうか。

食用油油以外の資源物

機械で処理し、バイオディーゼル燃料に

収集車などに給油して利用

天降川リサイクルセンター

食用油 乾電池 蛍光灯
その他
プラス
チック

ペット
ボトル びん類 缶類

㈱国分隼人衛生公社
宮田 航史郎さん（32）

ごみ収集車 直接搬入

資源物は、
センターで

きれいに仕分け
しています

R e c y c l e

圧縮
・

整理

選別

市からの支援ごみの減量化や
再資源化を進めるための

５月30日は「ごみゼロの日」
ごみの「今」と「未来」
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Topic of kir ishima city まちの話 題

制
限時間内にチームでごみを拾い、得点を競う
スポーツ・スポ GOM Iを３月20日、㈱鹿児

島銀行が開催。国立公園「霧島」の指定90周年を記念
して霧島温泉郷で行われ、約150人が参加しました。

4 月１日、老朽化のため移転した霧島公民館のオ 
ープニングセレモニーがあり、関係者など約40

人が参加。改修した館内には会議室や調理実習室の
ほか、図書室にはキッズスペースが設けられています。

国立公園90周年の記念日に
ハネムーンウオークが開催

龍
馬ハネムーンウオークin霧島が３月16日に開
催され、約1,000人が春の霧島路を満喫しまし

た。昭和９年に、霧島山が日本で最初の国立公園に指
定された日に合わせて開かれた今回は、約9.2㎞の霧
島温泉コースと指定90周年記念として約16.4㎞のみ
やまの森霧島神水峡コースが設けられました。参加し
た阿久根市の北ノ園剛さん・眞由美さん夫婦は「霧島
神宮の旧参道を初めて歩いた。今まで知らなかった
魅力を発見できて感動した」と満足そうに話しました。

市ホームページに掲載している「ま
ちの話題」にも、市内の出来事を
紹介していますのでご覧ください。

体験学習で環境問題を身近に 高大連携で教育の活性化を

霧島公民館が移転オープン国立公園でスポG
ご み

OMI開催

第
一幼児教育短期大学と国分中央高等学校は同大
学で３月15日、教育の活性化を図る協定を締結。

今後は高校生の進路への意識や学習意欲の向上、大学
が求める学生像への理解を深める活動に取り組みます。

き
りしま九電みらいの森を整備する協定の一環で
３月12日、体験型環境教育が牧園町三体堂の市

有林で開催。高千穂小学校５年生と三体小学校５・６
年生ら33人が参加し、森林管理の大切さを学びました。

CIVIC NEWS

■試験日時・会場・受付期間

■試験案内と受験申込書の入手方法
消防吏員は消防局総務課、市内各消防署・分遣所で、それ以外の区分は国分シビックセンター総合案内、総務課、隼人市民サービスセンター
隼人地域振興課、各総合支所地域振興課で受け取ってください。市ホームページからダウンロード、郵送請求もできます。郵送請求は返信
用封筒（長形３号封筒・120㍉× 235㍉、94円切手貼付、宛先明記）を同封の上、各申し込み先まで請求してください。

・ ＝霧島市役所総務課人事研修グループ  ☎（64）0738　〒899-4394 国分中央3-45-1
【消防吏員】消防局総務課総務企画係  ☎（64）0119　〒899-4332 国分中央3-41-5

※1�公務員試験に向けた準備が不要で、民間企業志望者も受験しやすい試験です。　※2�土木施工管理技士（１級か２級）、技術士、RCCMのいずれか。２次試験で適正検査を実施。

試験区分 試験日時 試験会場 申込書受付期間
1、6、8（８の資格未取得者） ６月30日（日） 午前９時から

国分シビック
センター

５月８日（水）～31日（金）８（資格取得者） ８月上旬
2 ～ 5、7、9（９の資格未取得者） ９月22日（日・祝） 午前９時から

６月28日（金）～７月26日（金）９（資格取得者） 11月中旬
10 ９月22日（日・祝） 午後０時25分から

11・12 ９月22日（日・祝） 午前９時から 霧島市消防局 ７月８日（月）～８月９日（金）

霧島市　採用試験 検索
市ホームページでも確認できます扌

霧島市役所
職員募集
採用予定日＝令和７年４月１日

区　　分 対　象 学　歴　・　条　件 1次試験などの内容 採用予定

1 一般事務 A
平成６年４月２日～
平成17年４月１日生

（20歳～ 30歳）
短大卒業程度（見込み・既卒）以上

教養試験�
【高卒程度】

適　
性　
検　
査

14人程度

2 一般事務 B
平成６年４月２日～
平成19年４月１日生

（18歳～ 30歳）
高校卒業程度（見込み・既卒）以上
※一般事務Aを受験した人以外。 14人程度

3 一般事務 
ふるさと創生枠

平成19年４月１日
以前に生まれた人
（高校３年生）

市内の中学校を卒業し、県内高校に在学中で令和６年度に
卒業見込みであること 若干名

4 一般事務 
ふるさと創生社会人枠

昭和59年４月２日～
平成６年４月１日生
（31歳～ 40歳）

◦�学歴不問
◦�平成29年４月から令和６年３月の間に、民間企業など
で５年以上勤務経験がある人

書類選考後
職務能力試験
【高卒程度】

６人程度

5 一般事務
障がい者枠

平成６年４月２日～
平成19年４月１日生

（18歳～ 30歳）

◦高校卒業程度（見込み・既卒）以上
◦�身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の
交付を受けている人

教養試験
【高卒程度】 若干名

6 土木技師 Ａ
平成６年４月２日～
平成17年４月１日生

（20歳～ 30歳）
短大卒業程度（見込み・既卒）以上 教養試験�

【高卒程度】�
専門試験�

【高卒程度】

若干名

7 土木技師 Ｂ
平成６年４月２日～
平成19年４月１日生

（18歳～ 30歳）
高校卒業程度（見込み・既卒）以上
※土木技師Ａを受験した人以外。 若干名

8 土木技師
民間企業等経験者枠（前期） 昭和59年４月２日

以降に生まれた人
（40歳まで）

平成29年４月から令和６年３月の間に、民間企業などで
５年以上勤務経験がある人
※後期は前期を受験した人以外。

教養試験�
【高卒程度】�
専門試験�

【高卒程度】
該当する資格
取得者は１次
試験免除

若干名

9 土木技師
民間企業等経験者枠（後期） 若干名

10 保 健 師
昭和59年４月２日
以降に生まれた人

（40歳まで）
保健師免許取得者（見込み含む） 専門試験 若干名

11 消防吏員  一般
平成７年４月２日～
平成19年４月１日生

（18歳～ 29歳）

◦�高校卒業程度（見込み・既卒）以上
◦�裸眼か矯正視力が両眼で0.7以上かつ一眼がそれぞれ
0.3以上で色覚に職務執行上、重大な支障がないこと
◦�聴力が左右正常であること
◦�採用後、霧島市に居住すること 教養試験�

【高卒程度】

若干名

12 消防吏員  資格者
平成７年４月２日～
平成17年４月１日生

（20歳～ 29歳）

消防吏員一般の条件を全て満たし、次のどちらかに該当す
る人
◦�令和６年４月１日現在で消防吏員として２年以上の勤
務経験があり、懲戒処分を受けていないこと
◦�救急救命士の資格取得者（見込み含む）

若干名

※1

※2

来たれ
金の卵たち金の卵たち

JOIN US
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歴
史
を
支
え
に
、

よ
り
大
き
な

明
か
り
を
と
も
す

自宅に設置した羽化装置。繁殖のため
には毎日の世話が欠かせない

ホタルを放流する天
あめの

御
み

中
なか

主
ぬし

神社
（北辰神社）

Vol.190THE SCENE

霧島に生きる

古
く
は
万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
、
初
夏
の
夜
に
淡
い
光
を
放

ち
な
が
ら
乱
舞
し
、
見
る
人
を
幻
想
的
な
世
界
に
い
ざ

な
う
ホ
タ
ル
。
そ
の
小
さ
な
光
に
魅
了
さ
れ
、
国
分
清
水
で
保

全
活
動
に
取
り
組
む
の
は
、
清
水
ほ
た
る
愛
好
会
事
務
局
長
の

川
井
田
博
さ
ん（
80
）で
す
。

大
学
の
畜
産
学
科
を
卒
業
後
、
水
産
会
社
で
の
勤
務
を
経
て

母
校
の
大
学
院
に
進
学
し
、
さ
ら
に
畜
産
学
を
学
ん
だ
川
井
田

さ
ん
は
、
鹿
児
島
県
畜
産
試
験
場
に
就
職
し
ま
す
。
今
で
は
鹿

児
島
県
が
誇
る
特
産
品
と
な
っ
た
黒
豚
の
研
究
に
一
貫
し
て
取

り
組
み
、
業
務
を
こ
な
し
な
が
ら
３
年
が
か
り
で
書
き
上
げ
た

論
文
で
昭
和
61
年
、
県
の
畜
産
界
で
初
と
な
る
農
学
博
士
の
学

位
を
取
得
し
ま
し
た
。
当
時
は
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
と
い

う
黒
豚
の
肉
の
う
ま
さ
を
科
学
的
に
解
明
し
た
川
井
田
さ
ん
の

研
究
は
、
県
内
の
畜
産
関
係
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
当

時
の
新
聞
で
も
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

現
役
時
代
に
黒
豚
の
研
究
に
没
頭
し
た
川
井
田
さ
ん
は
平
成

20
年
、
一
転
し
て
環
境
問
題
に
関
わ
る
有
識
者
ら
と
９
人
で
霧

島
環
境
研
究
会
を
設
立
。
活
動
の
柱
と
し
て
ホ
タ
ル
の
保
全
に

取
り
組
み
始
め
ま
す
。
繁
殖
に
適
し
た
場
所
を
探
し
回
り
、
国

分
清
水
の
天

あ
め
の

御み

中な
か

主ぬ
し

神
社（
北
辰
神
社
）に
た
ど
り
着
く
と
、
次

に
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
数
人
と
住
民
ら
26
人
で
清
水
ほ
た
る
愛

好
会
を
立
ち
上
げ
て
同
神
社
の
敷
地
に
池
と
水
路
を
整
備
し
、

川
井
田
さ
ん
が
保
全
活
動
の
師
と
慕
う
人
か
ら
譲
り
受
け
た
貴

重
な
幼
虫
２
５
０
匹
を
放
流
す
る
な
ど
、
繁
殖
活
動
を
本
格
化

さ
せ
ま
す
。
平
成
24
年
か
ら
は
川
井
田
さ
ん
ら
会
員
数
人
が
繁

殖
用
に
捕
獲
し
た
成
虫
を
自
宅
で
交
尾
・
産
卵
さ
せ
、
ふ
化
し

た
幼
虫
の
放
流
を
繰
り
返
し
、
そ
の
数
は
毎
年
千
匹
を
超
え
る

ほ
ど
。
中
で
も
大
変
な
の
が
繁
殖
用
の
成
虫
の
捕
獲
で
、
夜
中

に
山
奥
の
田
ん
ぼ
や
や
ぶ
、
用
水
路
な
ど
で
行
う
作
業
は
危
険

も
伴
う
重
労
働
。「
大
半
が
70
歳
を
超
え
る
会
員
に
と
っ
て
、
繁

殖
用
の
成
虫
の
採
取
は
特
に
苦
労
し
ま
し
た
。
な
ん
と
か
し
よ

う
と
令
和
２
年
に
作
っ
た
の
が
、
人
工
羽
化
装
置
で
す
」と
振
り

返
る
川
井
田
さ
ん
は
、
飼
育
実
績
が
豊
富
な
ホ
タ
ル
の
展
示
施

設
な
ど
の
助
言
も
受
け
試
行
錯
誤
を
重
ね
、、
３
年
か
け
て
完
全

養
殖
に
成
功
し
ま
し
た
。

「
保
全
活
動
も
、
数
が
多
か
っ
た
ね
、
少
な
か
っ
た
ね
と
い
う

だ
け
で
は
記
録
が
残
ら
な
い
し
面
白
く
な
い
。
せ
っ
か
く
苦
労

す
る
な
ら
科
学
的
な
デ
ー
タ
を
取
っ
て
後
世
に
残
す
こ
と
が
重

要
だ
と
仲
間
と
話
し
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
分
か
ら
な
い

こ
と
は
と
こ
と
ん
研
究
し
て
知
り
た
い
と
い
う
欲
求
は
、
黒
豚

の
研
究
の
時
か
ら
変
わ
ら
な
い
で
す
ね
」と
笑
顔
を
見
せ
る
川
井

田
さ
ん
に
今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と「
日
本
の
ホ
タ
ル
の
生
息
地

域
は
６
つ
に
分
類
さ
れ
、
地
域
が
異
な
る
個
体
間
の
繁
殖
は
難

し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
検
証
し
て
み
た
い
」と
即
答
。
探

求
心
は
尽
き
ま
せ
ん
。
そ
の
目
に
輝
く
情
熱
の
光
は
、
た
く
さ

ん
の
ホ
タ
ル
と
な
っ
て
こ
れ
か
ら
も
見
る
人
の
心
を
癒
や
し
続

け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ホタル
舞うまちに

の

広報きりしま  8
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e川井田 博さん（80）
鹿屋市出身。学生時代はボート競技に熱中。昭
和47年開催の太陽国体では、県強化指導員とし
て、県立福山高等学校を全国制覇に導いたスポー
ツマンの顔も持つ。国分在住。
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次
世
代 

農

家 

探
訪

生きていく上で欠かすことができない「食」を未来につなぐ、私たちのまちの新規就農者や農業後継者などを紹介します。

霧島の農業をミライへ

ま
ず
目
で
見
て
お
い
し
い
そ

う
と
感
じ
る
野
菜
を
作
り

た
い
」と
話
す
嶋
野
教
宏
さ
ん（
57
）

は
、
縁
あ
っ
て
霧
島
市
で
就
農
し

ま
し
た
。

東
京
で
和
食
の
料
理
人
を
経
て
、

食
材
の
買
い
付
け
担
当
と
し
て
働

い
て
い
た
嶋
野
さ
ん
は
、
都
内
の

飲
食
店
に
卸
す
食
材
を
探
し
に
霧

島
市
を
訪
れ
ま
す
。「
買
い
付
け
が

目
的
で
し
た
が
、
耕
作
放
棄
地
の

現
状
や
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会

い
を
き
っ
か
け
に
、
霧
島
に
自
社

農
園
を
作
ろ
う
と
会
社
に
提
案
し

て
採
用
さ
れ
ま
し
た
」

確
実
な
卸
先
の
あ
る
自
社
農
園

と
し
て
順
調
に
動
き
出
し
た
か
に

思
え
た
矢
先
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
発
注
が
軒
並
み
無

く
な
り
、
農
園
を
閉
め
東
京
に
戻

る
よ
う
迫
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

嶋
野
さ
ん
が
下
し
た
決
断
は
独
立

す
る
こ
と
で
し
た
。「
ゼ
ロ
か
ら
手

掛
け
た
も
の
を
白
紙
に
戻
し
た
く

な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
下
で
販
路
が
無

く
、
ど
ん
底
を
味
わ
い
ま
し
た
が
、

会
社
を
辞
め
た
こ
と
に
後
悔
は
あ

り
ま
せ
ん
」と
笑
顔
を
見
せ
る
嶋
野

さ
ん
。
味
は
も
ち
ろ
ん
、
料
理
を

魅
せ
る
こ
と
に
も
こ
だ
わ
っ
た
野

菜
作
り
に
、
今
日
も
励
み
ま
す
。

嶋野 教宏さん（57）東京都出身、国分在住。
就農６年目。エスfarmラボ代表。
営農類型：施設野菜　経営作目：根菜類、葉茎菜類　営農面積：30a

vol.
04

和食の料理人という経歴から、料理に季
節感と彩りを添えるさまざまな野菜を手掛け
る嶋野さん。コロナ下で卸先が無くなった時
も、自ら飲食店に足を運び、販路を開拓して
きました。さらにキッチンカーで自家製カレー

やドレッシングを販売したことも。そうして多
くの人と出会い支えられ、今では市内外の
飲食店や旅館などで嶋野さんの野菜は重宝
されています。市内では産直レストラン黒豚
の館やおりはし旅館などで味わえます。

嶋野さんが手掛ける色とりどりの野菜たち

市ホームページ
（新規就農）はこちら

おりはし旅館で提供される朝食のサラダ

登
山
情
報

日本で最初の国立公園・霧島錦江湾国立公園がある霧島市。市内全域の自然や文化などは霧島ジオパークとして、 
日本ジオパークに認定されています。霧島山や錦江湾をはじめとする、魅力あふれるスポットを紹介します。

霧島山と錦江湾の
魅力再発見

ミ ヤマキリシマは九州の火山地帯
の高地に生息するツツジの一種

です。霧島山では５月中旬ごろから見
頃を迎えます。「日本の植物学の父」と
して知られる植物学者・牧野富太郎博
士が新婚旅行で霧島を訪れた際に発
見し、「深い山に咲くツツジ」という意
味で「深

み

山
やま

霧
きり

島
しま

」と名付けました。
霧島山の中でもミヤマキリシマの

群生地の一つとして知られているの
が、中岳中腹探勝路です。高千穂河

原の登山口から登っていくと、もみ
じコース、つつじコース、登山コー
スに分岐。ミヤマキリシマは登山コー
スとつつじコースで多く見られます。

登山コースでは、平成23年に起き
た新燃岳噴火の際に降り積もった火

山灰や火山礫
れき

、火山弾が衝突してでき
たクレーターを見ることができます。
御鉢や高千穂峰を眺めることができ
るポイントもあり、特にミヤマキリシ
マが山肌を彩る姿は絶景です。霧島山
の魅力を存分に味わってください。

霧
島
ジ
オ
ガ
イ
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

木
場 

隆た
か

治は
る

さ
ん

登山前に火山・
気候情報の
確認を。

ミヤマキリシマと
中岳中腹探勝路

中岳中腹探勝路の登山道は３コース。
時間や体力などに合わせて楽しむこ
とができます。

〜山で幸せ、海で幸せ〜vol.05

Trip to Kirishima Geopark

四季によって表情を変える霧島山。今
回は、霧島ジオガイドネットワークの
木場隆

たか

治
はる

さんに、ミヤマキリシマと中
岳中腹探勝路の魅力などを聞きました。

登山コース
もみじコース周回
登山コースを登り、もみじ
コースを下る。1周約2km。2
～ 2.5時間

つつじコース
探勝路最高地点まで往復2.4
㎞。2時間

導入路

● ●
●

●

●

登山口・水飲場
高千穂河原

もみじコース入口

つつじコース入口 探勝路最高地点

つつじコース

登山コース

もみじコース中岳中腹探勝路
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中とじのクーポンも

ご利用ください。

紹
介
者

き り し ま 給 食 通 信 令和６年５月８日  vol.39

市では、食育の生きた教材となる学校給食を通して、食に関する正しい知識や食文化の継承、
自然の恵みなどを学ぶ取り組みを進めています。このコーナーでは、給食メニューをレシピとともに紹介します。

給
食
通
信

家
庭
で
楽
し
む

アルファベットマカロニがない場合は、小さいパスタで代用できます。ウインナーの代わりにベーコンな
ど、身近な食材を使ってもおいしく作れます。

調理の
ポイント

マカロニがやわらかくておいしいです。

当日当日ののメニューメニュー

ごはん　牛乳
ABCスープ　鶏の唐揚げ

クレープ

竹
た か ぜ

子小学校１・２年生の給食風景（３月４日）

RECIPE ＡＢＣスープ kcalkcal

1 人分

8383
西部学校給食センター  溝辺町麓3391-104  ☎（64）1711
◦ 食数：1,070食
◦ 配布先：溝辺中、陵南中、横川中、溝辺小、陵南小、竹子小、横川小、安良小、
佐々木小、陵南幼稚園

野菜もたっぷり
食べられる

ウインナー 30g
タマネギ 80g
ニンジン 40g
ジャガイモ 140g
ホウレンソウ 60g
油 適量
水 400cc
アルファベットマカロニ 20g

コンソメ（粉末） 小さじ１強
塩 ひとつまみ
こしょう 少々
薄口しょうゆ 大さじ1

① ウインナーとタマネギは薄切り、ニンジン、ジャ
ガイモ、ホウレンソウは食べやすい大きさに切る。

②鍋に油を引いて熱し、ウインナーを炒める。
③ タマネギ、ニンジン、ジャガイモを加えて軽く炒

め、水を加えて野菜に火が通るまで煮る。
④ アルファベットマカロニを加えて火が通ったら、

ホウレンソウを加えて煮る。
⑤調味料を加えてひと煮立ちさせる。

材料（4人分） 作り方

て てくく

くくぱ ぱ

楽しい育児をサポートする
コーナーです。子どもと一
緒に出かけたい場所や育児
に役立つ情報などを紹介し
ます。

vol.
43

育児を楽しもう

通 りがかりにお店を見つけて気にな 
っていた時に、友人からおいしか 

ったとの評判を聞き、すぐに訪れました。
もともとチキン南蛮が大好物の私は、一
口食べてすぐにとりこになりました。

私のお気に入りはチキン南蛮＆しいた

け南蛮セット。タルタルソースにはニン
ジンとキュウリが入っていて、パプリカ
パウダーとパセリの彩りも良く、食欲を
そそられます。ジューシーでやわらかい
チキン南蛮の甘酢ダレはまろやかな味わ
いで、子どもも喜んで食べてくれます。

珍しいしいたけ南蛮は肉厚で、プルプル
の食感は一度食べたらやみつきに。子ど
も皿も準備してあるので、いろいろ頼ん
で分け合うのもいいですね。

テイクアウトもできて、価格もお手頃。
本場の味を堪能してみては。

店長から一言／宮崎で出会ったチキン南蛮のおいしさを地元・霧島の人たちにも味わってほしく
て、専門店をオープンしました。こだわりの甘酢とタルタルソースが、やわらかい鶏肉と相性
抜群。第13回からあげグランプリチキン南蛮部門金賞受賞の味を、ぜひお楽しみください。

SMILE KIDS ３歳までの子どもを紹介します。５月生まれのみんな、ハッピーバースデー♪

投稿募集中!
６月号に掲載する子ども
の写真を募集していま
す。下の応募フォームか
ら申し込みください。申
し込み多数の場合は抽選
です。
⃝�対象＝令和３年～５年の
６月生まれの子ども
（住民票が霧島市）
⃝�期限＝５月21日（火）

➡ 応募フォームは
こちら保護者：由貴さん

おしゃべりやおうたが
大好きなそうくん、
笑顔も最高♥

隼人

3歳

保護者：晃司さん

１歳おめでとう★
きみの笑顔は
世界一♥

隼人

保護者：聡さん

笑顔がすてきな
渉くん、これからも
たくさん遊ぼうね

国分

1歳

保護者：仁さん

にこにこ笑顔で
元気いっぱい♥

兄妹仲良く育ってね♪

国分

1歳 1歳

問＝秘書広報課  ☎（64）0955

明るく開放的な店内 座敷にはおもちゃも用意

チキン南蛮＆しいたけ南蛮セット（スープ・サラダ付き）913円（税込み）

本
場
の
味
を
霧
島
で
。

白
河 

志
保
子
さ
ん（
44
） 

隼
人
町
在
住

か
な
る
ち
ゃ
ん（
２
）

隼人町見次251  ☎（73）7879
営業時間：午前11時～午後９時
店休日：不定休
駐車場：約10台

本場宮崎で磨き上げた味

チキン南蛮7
なな

8
はち

調
味
料

■□座敷　■□個室　■□授乳室　
■□離乳食持込　■□子ども椅子
■□禁煙　■□キッズスペース　
■□おむつ替え室　■□子ども皿
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お
知
ら
せ

価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

（
拡
大
給
付
）期
限
は
月
末

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
な
ど
の

物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
の
増
加
を

踏
ま
え
、
家
計
へ
の
影
響
が
大
き

い
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
価

格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金（
拡
大

給
付
）を
支
給
し
て
い
ま
す
。

確
認
書
と
申
請
書
の
提
出
期
限

は
５
月
末
で
す
。
提
出
忘
れ
が
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
�

支
給
対
象（
支
給
額
）＝
世
帯
全

員
が
住
民
税
課
税
者
の
被
扶
養

者
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
で
、

令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
の
世

帯
全
員
の
令
和
５
年
度
住
民
税

が
非
課
税
の
世
帯（
７
万
円
）、

均
等
割
の
み
課
税
の
世
帯（
10

万
円
）

※�

18
歳
以
下
の
子
ど
も
を
扶
養
す

る
世
帯
に
は
、
子
ど
も
１
人
当

た
り
５
万
円
を
加
算
。

⃝
 

申
請
期
限
＝
５
月
31
日（
金
）消

印
有
効

※�

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
保
健
福
祉
政
策
課「
価

格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
」窓

令
和
６
年
度
か
ら
、
震
災
対
策

事
業
の
加
算
が
な
く
な
る
た
め
、

合
計
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

⃝
�

税
額
＝
千
円
／
年

◎�

�問
＝
税
務
課
☎（
64
）０
８
８
４

固
定
資
産
の
現
所
有
者
は

申
告
が
必
要

市
内
に
土
地
や
建
物
を
所
有
し

て
い
る
人（
登
記
名
義
人
な
ど
）が

亡
く
な
っ
た
場
合
、
新
た
な
所
有

者（
相
続
人
な
ど
）と
な
る
人
は
固

定
資
産
現
所
有
者
申
告
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

⃝
�

必
要
書
類
＝
申
告
書（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）、
現
所
有
者
で
あ
る
こ
と

配
偶
者
、
扶
養
親
族（
国
外
居

住
者
は
除
く
）１
人
に
つ
き
１

万
円

※�

減
税
額
が
対
象
者
の
所
得
割
額

を
超
え
る
場
合
は
、
所
得
割
額

を
限
度
と
し
ま
す
。

⃝
�

実
施
方
法

◦�

給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
人（
特

別
徴
収
）＝
減
税
後
の
税
額
を
７

月
か
ら
５
月
に
か
け
て
徴
収

65
歳
以
上
の

介
護
保
険
料
が
改
定

介
護
保
険
料
は
３
年
に
一
度
見

直
し
を
行
い
ま
す
。
令
和
６
年
度

以
降
、
65
歳
以
上
の
保
険
料
基
準

額（
第
５
段
階
）が
年
額
７
万
３
８

０
０
円（
月
額
６
１
５
０
円
）か
ら

６
万
９
６
０
０
円（
月
額
５
８
０

０
円
）に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
見
直
し
で
所
得
段
階
を

９
段
階
か
ら
13
段
階
に
変
更
し
、

各
段
階
の
保
険
料
調
整
率
を
、
基

準
額
の
０
・
26
倍
か
ら
２
・
１
倍

ま
で
の
割
合
に
変
更
し
ま
し
た
。

◎�

�問
＝
長
寿
介
護
課
☎（
64
）０
９

９
５

住
宅
の
崖
崩
れ
被
災
の

不
安
を
解
消
し
ま
せ
ん
か

崖
崩
れ
な
ど
で
命
に
危
険
が
及

ぶ
恐
れ
の
あ
る
区
域
か
ら
、
自
宅

を
安
全
な
場
所
に
移
す
た
め
の
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
に
移
転
を
考
え
て

い
る
人
は
、
７
月
12
日（
金
）ま
で

に
相
談
く
だ
さ
い
。

⃝
�

補
助
対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
建
物

◦�

昭
和
46
年
８
月
31
日
以
前
に
崖

地
の
近
く
に
建
設
さ
れ
、
今
も

口
☎（
64
）０
９
０
２

人
材
確
保
支
援
事
業

申
請
受
け
付
け
中

市
内
事
業
所
の
人
材
確
保
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。
採
用
活
動
を

検
討
し
て
い
る
事
業
者
は
、
ぜ
ひ

利
用
く
だ
さ
い
。

⃝
�

対
象
＝
市
内
事
業
者（
法
人
か

商
工
業
を
営
む
個
人
事
業
者
）

⃝
�

対
象
経
費
＝
正
社
員
の
採
用
活

動
な
ど
に
要
す
る
経
費

⃝
�

補
助
額
＝
対
象
経
費
の
２
分
の

１（
上
限
30
万
円
）

※�

条
件
な
ど
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
商
工
振
興
課
☎（
64
）０

９
０
３

令
和
６
年
度
市
県
民
税
が

定
額
減
税
さ
れ
ま
す

令
和
６
年
度
分
の
市
県
民
税
に

つ
い
て
、
納
税
義
務
者
の
所
得
割

額
が
減
税
さ
れ
ま
す
。
減
税
額
は

各
納
税
通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

⃝
�

対
象
＝
令
和
６
年
度
の
市
県
民

税
納
税
義
務
者
の
う
ち
、
前
年

の
合
計
所
得
金
額
が
１
８
０
５

万
円
以
下
の
人

⃝
�

減
税
額
＝
対
象
者
や
控
除
対
象

を
証
明
す
る
書
類（
戸
籍
の
写

し
な
ど
）

⃝
�

提
出
期
限
＝
現
所
有
者
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
カ
月

以
内

※�

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
る
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◎�

�問
・
�提
＝
税
務
課
☎（
64
）０
８

８
５
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
制
度
７
月
か
ら
変
更

受
給
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
市
へ
の
申
請
が
不
要
な
自
動

償
還
払
い
方
式
に
変
わ
り
ま
す
。

７
月
診
療
分
か
ら
は
新
し
い
受
給

資
格
者
証
が
必
要
で
、
市
窓
口
へ

の
領
収
証
の
提
出
は
原
則
不
要
に

な
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
書
類
な
ど
詳

細
は
、
5
月
上
旬
に
対
象
者
へ
資

料
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

⃝
�

主
な
変
更
点

◦�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
を
持
っ
て
い
る
人
の
通
院
費

が
支
給
対
象
に
追
加

◦�

所
得
制
限
が
導
入

◎�

�問
＝
障
害
福
祉
課
☎（
64
）０
８

５
５

◦�

公
的
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る

人（
年
金
特
別
徴
収
）＝
10
月
分

の
特
別
徴
収
税
額
か
ら
減
税

（
減
税
し
き
れ
な
い
場
合
は
12

月
以
降
、
順
次
減
税
）

◦�

納
付
書
払
い
か
口
座
振
替
の
人

（
普
通
徴
収
）＝
６
月
分
か
ら
減

税（
減
税
し
き
れ
な
い
場
合
は

７
月
分
以
降
、
順
次
減
税
）

※�
所
得
税
の
定
額
減
税
に
つ
い
て

居
住
し
て
い
る
住
宅

◦�

県
な
ど
が
指
定
し
た
災
害
危
険

区
域
か
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
あ
り
、
区
域
が
指
定
さ
れ

た
時
に
居
住
し
て
い
た
か
建
築

中
で
、
今
も
居
住
し
て
い
る
住

宅

⃝
�

対
象
経
費
＝
移
転
の
た
め
の
住

宅
の
除
却
費
用
、
新
た
な
住
宅

の
新
築
・
購
入
な
ど
の
た
め
に

金
融
機
関
か
ら
借
り
た
お
金
の

利
子
相
当
分（
ど
ち
ら
も
限
度

額
あ
り
）

◎�

�問
＝
建
築
住
宅
課
☎（
64
）０
７

３
４

国
分
郷
土
館
企
画
展

■
光
ら
な
い
君
へ

国
分
郷
土
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
展
示
し

ま
す
。こ
れ
ま
で
展
示
さ
れ
る（
光

る
）
機
会
が
な
か
っ
た
物
を
紹
介

し
ま
す
。

⃝
�

期
間
＝
６
月
16
日（
日
）ま
で

※
月
曜
休
館
。

⃝
�

場
所
＝
国
分
郷
土
館（
国
分
上

小
川
３
８
１
９
、
国
分
城
山
公

園
隣
）

⃝
�

入
館
料
＝
一
般
１
８
０
円
、
高

校
生
以
下
90
円

◎�

�問
＝
国
分
郷
土
館
☎（
46
）１
５

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
税
務
課
☎（
64
）０
８
８
４

森
林
環
境
税
の

課
税
が
始
ま
り
ま
す

森
林
環
境
税
は
森
林
整
備
な
ど

の
財
源
確
保
の
た
め
に
、
令
和
６

年
度
か
ら
市
県
民
税
均
等
割
と
併

せ
て
市
町
村
が
賦
課
徴
収
し
ま
す
。

６
２

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

講
師
を
派
遣
し
ま
す

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、
誰
で
も

気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
普
及
の
た
め
、

市
民
団
体
な
ど
が
講
座
を
主
催
す

る
場
合
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

希
望
日
で
の
派
遣
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

相
談
く
だ
さ
い
。

⃝
�

派
遣
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後

９
時
の
間
で
２
時
間
以
内（
年

末
年
始
を
除
く
）

⃝
�

場
所
＝
市
内

※�

施
設
の
予
約
や
用
具
の
準
備
な

ど
は
主
催
者
が
行
う
こ
と
。

⃝
�

対
象
＝
原
則
10
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
・
団
体

⃝
�

講
師
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
か
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら

⃝
�

申
込
期
限
＝
開
催
希
望
日
の
30

日
前

◎�

�問
・
�申
＝
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振

興
課
☎（
64
）０
７
１
０

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

災害などによる税（料）の減免
　災害で損害を受けた場合や生活保護を受けている場合などで申請すると、
税（料）の減免を受けられる場合があります。
⃝必要な物＝申請書、理由を証明する書類
⃝申請期限＝事由発生後、速やかに申請（災害については災害を受けた日から60日以内）
※隼人市民サービスセンターでは申請できません。

�問・�申＝税務課 ☎（64）0884、各総合支所地域振興課

税（料） 主　　な　　要　　件

固定資産税

❶ �災害により、所有する固定資産に一定規模以上（全壊、半壊、
土砂流入など）の損害を受けた人

❷生活保護法の規定により扶助を受けている人
❸❷と同程度の収入額と認められる人
❹ �自治会の公民館や運動場、公園などで、公共の利益のために使

用する固定資産（使用料を徴収する施設を除く）

市県民税・
森林環境税、
国民健康
保険税

❶ �災害により受けた損害の額（補てん金を差し引いた額）が住宅か
家財の価格の10分の３以上で、前年中の合計所得金額が1,000
万円以下の人

❷ �生活保護法の規定により扶助を受けている人（市県民税・森林環
境税のみ）

❸❷と同程度の収入額と認められる人
❹ �廃業や疾病などにより、当該年中の合計所得金額が前年中の合

計所得金額の10分の５以下に減少すると認められる人で、前年
中の合計所得金額が500万円以下の人

介護保険料

❶ �災害により受けた損害の額（補てん金を差し引いた額）が住宅か
家財の価格の10分の３以上で、前年中の合計所得金額が1,000
万円以下の人

❷ �廃業や疾病などにより、当該年中の合計所得金額が前年中の合
計所得金額の10分の５以下に減少すると認められる人で、前年
中の合計所得金額が500万円以下の人

※合計所得は、市県民税は個人所得、国民健康保険税と介護保険料は世帯所得です。

令和５年度 令和６年度以降

市民税均等割 3,500円 3,000円

県民税均等割 2,000円 1,500円

森 林 環 境 税 - 1,000円

計 5,500円 5,500円

申し込み
フォームはこちら
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農
用
地
利
用
計
画

変
更
申
出
の
受
け
付
け
停
止

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
き
、
霧
島
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
を
す

る
こ
と
か
ら
、
農
用
地
利
用
計
画

変
更
申
出（
除
外
・
編
入
・
用
途

変
更
）の
受
け
付
け
を
停
止
し
ま

す
。

⃝
�

停
止
期
間
＝
６
月
１
日（
土
）～

３
月
31
日（
月
）

◎�

�問
＝
農
政
畜
産
課
☎（
64
）０
８

８
２

防
災
行
政
無
線
の

全
国
一
斉
自
動
試
験
放
送

地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど

切
迫
し
た
事
態
が
発
生
し
た
と
き

に
、
国
か
ら
住
民
へ
自
動
的
に
緊

急
情
報
を
伝
達
す
る「
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）」

の
試
験
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー

な
ど
か
ら
音
声
が
流
れ
ま
す
が
、

試
験
放
送
で
す
の
で
特
別
な
対
応

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
な
ど

に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

⃝
 

日
時
＝
５
月
22
日（
水
）午
前
11

時
ご
ろ

（
２
４
６
１
）９
７
４
２

就
学
に
関
す
る
学
習
会

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
主
催
す
る
学
習
会
で
す
。
就
学

前
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
を
対

象
に
、
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
講

話
と
先
輩
保
護
者
と
の
座
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

就
学
に
向
け
た
準
備
に
不
安
や

疑
問
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ
参
加
く
だ

さ
い
。

⃝
�

日
時
＝
６
月
18
日（
火
）午
前
９

時
30
分
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
大
会
議
室

⃝
�

対
象
＝
令
和
７
年
度
に
小
学
校

入
学
予
定
の
児
童
の
保
護
者

⃝
�

定
員
＝
先
着
50
人

⃝
�

申
込
期
限
＝
５
月
31
日（
金
）

※�

詳
細
は
、
き
り
し
ま
子
ど
も
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
実み

樹き

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
き
り
し
ま
子
ど
も
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
実
樹
☎（
73
）４
１

９
５
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ 

ー
ぽ
え
む
☎（
73
）８
６
８
６

募
　
集

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

男
女
共
同
参
画
の
重
要
事
項
を

タ
ー
１
階
共
通
ロ
ビ
ー

◎�

�問
＝
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎

（
64
）０
９
６
４

霧
島
わ
か
も
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

７
月
か
ら
平
日
の
み
開
庁

７
月
か
ら
、
霧
島
わ
か
も
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク（
隼
人
町
見
次
１
２

９
９
）は
平
日
の
み
開
庁
し
ま
す
。

開
庁
時
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
職
業

相
談
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
の
で

利
用
く
だ
さ
い
。

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
天
文
館
で
は
引

き
続
き
、
毎
月
第
２
・
４
土
曜
に

職
業
相
談
を
行
い
ま
す
。

◎�

�問
＝
霧
島
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ 

ー
ク
☎（
64
）２
２
５
１

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

県
で
は
こ
れ
ま
で
に
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

人
を
対
象
に
、
無
料
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、
治
療
を

し
な
け
れ
ば
肝
硬
変
、
肝
が
ん
な

ど
へ
と
重
症
化
す
る
可
能
性
が
あ

る
病
気
で
す
。
早
期
発
見
・
治
療

の
た
め
に
早
め
に
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
講
座

◎�

�問・�申
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

☎・
（
64
）０
９
１
９
、
〒
８

９
９
－
４
３
９
４
国
分
中
央
３

－
45
－
１

高
齢
者
の
体
力
づ
く
り
に

運
動
体
操
サ
ロ
ン

椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
き
る
体

◎�

�問
＝
安
心
安
全
課
☎（
64
）０
９

９
７
、
隼
人
地
域
振
興
課
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課

浜
之
市
土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
計
画
を
変
更

施
行
期
間
と
資
金
計
画
の
変
更

に
伴
い
、
事
業
計
画
書（
第
６
回

変
更
）を
公
告
し
ま
し
た
。

事
業
計
画
書
は
、
区
画
整
理
課

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

◎�
�問
＝
区
画
整
理
課
☎（
64
）０
９

８
９

消
費
者
月
間
パ
ネ
ル
展

毎
年
５
月
は
消
費
者
月
間
で
す
。

若
者
や
高
齢
者
が
被
害
に
遭
い
や

す
い
悪
質
商
法
な
ど
、
消
費
者
問

題
に
関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
を
行

い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
消
費

生
活
を
楽
し
む
た
め
に
何
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
、
消
費

者
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み

や
危
険
性
を
理
解
し
、
消
費
者
と

し
て
の
自
分
を
見
つ
め
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

⃝
�

期
間
＝
５
月
14
日（
火
）～
24
日

（
金
）午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

審
議
す
る
、
市
男
女
共
同
参
画
審

議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
�

募
集
人
数
＝
２
人
以
内

⃝
�

応
募
要
件
＝
次
の
全
て
を
満
た

す
人

◦�

令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
で
満

18
歳
以
上

◦�

市
内
に
在
住
か
市
内
の
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る

◦�

平
日
の
昼
間
に
開
催
さ
れ
る
会

議
に
参
加
で
き
る（
年
３
回
程

度
）

◦�

市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
を

三
つ
以
上
兼
務
し
て
い
な
い

◦�

市
職
員
や
市
議
会
議
員
で
な
い

⃝
�

任
期
＝
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

⃝
�

応
募
方
法
＝
応
募
用
紙（
市
民

課
、
隼
人
市
民
福
祉
課
、
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
で
配
布
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
と
作
文（
様
式

自
由
、
８
０
０
字
程
度
）
を
直

接
か
郵
送
、
メ
ー
ル

⃝
�

作
文
テ
ー
マ
＝
霧
島
市
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
つ
い
て

⃝
�

応
募
期
限
＝
５
月
31
日（
金
）必

着
◎�

�問・�申
＝
市
民
課
☎（
64
）０
９
０ 

１
、
メ
ー
ルsim

in@
city-

kirishim
a.jp

検
査
は
予
約
制
で
す
の
で
、
事

前
に
検
査
機
関
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

⃝
�

実
施
場
所
＝
姶
良
保
健
所
、
一

部
の
医
療
機
関

※�

実
施
機
関
な
ど
詳
細
は
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
県
感
染
症
対
策
課
☎
０
９

９（
２
８
６
）２
７
２
４

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族

補
償
金
請
求
は
お
早
め
に

厚
生
労
働
省
は
、
ハ
ン
セ
ン
病

元
患
者
家
族
に
対
す
る
補
償
金
の

支
給
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
家
族
に
補

償
金
の
支
払
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

請
求
方
法
な
ど
詳
細
は
、
年
末

年
始
を
除
く
平
日
の
午
前
10
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

⃝
�

対
象

①�

配
偶
者（
事
実
婚
を
含
む
）、
親
、

子
、
親
・
子
の
配
偶
者
、
配
偶

者
の
親
・
子
な
ど

②�
兄
弟
姉
妹
、
祖
父
母
、
孫
、
兄

弟
姉
妹・
祖
父
母
・
孫
の
配
偶

操
な
ど
を
行
い
ま
す
。

⃝
�

期
間
＝
５
月
～
10
月（
月
２
回
）

⃝
�

対
象
＝
65
歳
以
上
の
市
民

⃝
�

定
員
＝
各
会
場
先
着
30
人

⃝
�

受
講
料
＝
無
料

⃝
�

必
要
な
物
＝
動
き
や
す
い
服
装

※�

国
分
・
牧
園
・
隼
人
会
場
の
み
室

者
、
配
偶
者
の
兄
弟
姉
妹
・
祖

父
母
・
孫
、
曾
祖
父
母
、
ひ
孫
、

お
じ
、
お
ば
、
お
い
、
め
い
な

ど
※�

元
患
者
と
同
居
し
て
い
る
な
ど

一
定
の
要
件
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

⃝
�

補
償
金
額
＝
①
１
８
０
万
円
、

②
１
３
０
万
円

⃝
�

請
求
期
限
＝
11
月
21
日（
木
）

◎�

�問
＝
厚
生
労
働
省
補
償
金
担
当

窓
口
☎
03（
３
５
９
５
）２
２
６

２
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

■
姶
良
・
霧
島
地
区
交
流
会

病
気
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
活
動
報
告
や

講
演
な
ど
の
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。

⃝
�

日
時
＝
５
月
18
日（
土
）午
後
１

時
10
分
か
ら

⃝
�

場
所
＝
国
分
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室

⃝
�

講
師
＝
上
田
晃
希
さ
ん（
鹿
児

島
医
療
技
術
専
門
学
校
専
任
教

員
、
理
学
療
法
士
）�

⃝
 

参
加
料
＝
無
料

◎�

�問
＝
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友

の
会
鹿
児
島
県
支
部
姶
良
・
霧

島
地
区
担
当【
尾
崎
】☎
０
９
０

内
シ
ュ
ー
ズ
。

⃝
�

申
込
方
法
＝
希
望
す
る
地
区
の

問
い
合
わ
せ
先
に
電
話
か
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

⃝
�

受
付
＝
５
月
15
日（
水
）か
ら

※�

日
程
な
ど
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
長
寿
介
護
課
☎（
64
）０
７

０
４

全
国
戦
没
者
追
悼
式

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列

を
希
望
す
る
遺
族
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
�

期
日
＝
８
月
15
日（
木
）

※
前
日
か
ら
団
体
行
動
。

⃝
�

場
所
＝
日
本
武
道
館（
東
京
都
）

⃝
�

対
象
＝
日
中
戦
争
以
降
の
戦
争

に
よ
る
戦
没
者
と
一
般
戦
災
死

没
者
の
遺
族

※�

次
世
代
へ
の
継
承
と
い
う
観
点

か
ら
18
歳
未
満
の
遺
族
も
募
集
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
５
月
31
日（
金
）

◎�

�問
＝
県
社
会
福
祉
課
☎
０
９
９

（
２
８
６
）２
８
２
４

◎�

�申
＝
保
健
福
祉
政
策
課
☎（
64
）

０
９
０
４

申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
は

こ
ち
ら

講座
番号 講　座　名 日　　時 場　所 定員 受講料 申込期限

（必着）
52 パソコン・スマホ移動

相談会（霧島地区）
6/10（月）

13：30～15：30
霧島総合支所
302会議室 ５人

500円
5/27
（月）

10 Android スマホ・
タブレット基礎講座

6/12（水）
9：30～15：30 メディア

センター
10人 5/29

（水）

7 エクセル基礎講座 6/18(火)・�19(水)
9：30～15：30 20人 1,000円 6/1

（土）
◦ 対象＝パソコンなど操作初心者　※申し込み多数の場合は抽選。
◦ 申込方法＝【往復はがき（1講座1枚)】講座番号、講座名、住所、氏名、
電話番号を記入し郵送、【FAX】講座番号、講座名、住所、氏名、電話・ファ
クス番号を記入し送信、【窓口】申込用紙に記入し、普通はがきと併せて
提出、【インターネット】申し込みフォームから

地区 会　場 曜日（初回日） 時　間 問い合わせ先
国分 いきいき国分交流センター 木曜（5/30） 14：00 ～15：00 長寿介護課 ☎（64）0704

溝辺 溝辺総合支所 月曜（5/27） 10：00 ～11：00 溝辺総合支所市民生活課 ☎（59）2923

横川 横川健康温泉センター 火曜（5/28） 10：00 ～11：00 横川総合支所市民生活課 ☎（72）0513

牧園 牧園農村活性化センター 火曜（5/28） 14：00 ～15：00 牧園総合支所市民生活課 ☎（76）2713

霧島 霧島総合支所 水曜（5/22） 10：00 ～11：00 霧島総合支所市民生活課 ☎（57）0242

隼人 サン・あもり 木曜（5/23） 14：00 ～15：00 長寿介護課 ☎（64）0704

福山 福山活性化センター 金曜（5/24） 10：00 ～11：00 福山総合支所市民生活課 ☎（56）2113

申し込み
フォームはこちら

県ホームページは
こちら

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提
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⃝

場
所
＝
サ
ン
・
あ
も
り

⃝

定
員
＝
１
０
０
人

⃝

入
場
料
＝
無
料

※�

入
会
費
３
０
０
円
、
月
会
費
１

２
０
０
円
が
別
途
必
要
。

■ 

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ

　
「
お
き
ゃ
く
、お
こ
と
わ
り
」

⃝
�

日
時
＝
６
月
３
日（
月
）午
後
７

時
～
８
時

⃝

場
所
＝
富
隈
小
学
校

⃝

定
員
＝
１
０
０
人

⃝
�

入
場
料
＝
１
３
０
０
円（
当
日

２
０
０
円
増
し
）

※
３
歳
未
満
無
料
。

◎�

�問
＝
き
り
し
ま
国
分
子
ど
も
劇

場【
水
口
】☎
０
９
０（
８
３
９
７
）

８
５
２
４相

　
談

定
例
行
政
相
談

国
の
行
政
機
関
な
ど
に
対
す
る

苦
情
、
要
望
、
相
談
事
を
聴
き
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
図
り
ま
す
。

（
相
談
無
料
）

⃝

日
時
／
場
所
／
連
絡
先

◦�

６
月
４
日（
火
）午
前
10
時
～
正

午
／
横
川
健
康
温
泉
セ
ン
タ
ー

／
横
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

☎（
72
）０
５
８
２

◎�

�問
＝
秘
書
広
報
課
☎（
64
）０
９

－
37
）

⃝

対
象
＝
中
学
生
以
上

⃝

定
員
＝
10
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

⃝
�

参
加
料
＝
５
０
０
円（
材
料
代
、

保
険
料
込
み
）

⃝
�

必
要
な
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
急
須
、

湯
飲
み

⃝

申
込
期
限
＝
６
月
４
日（
火
）

◎�

�問・�申
＝
県
民
の
森
管
理
事
務

所
☎（
68
）０
５
５
７

か
ら
い
も
交
流
・
夏

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

香
港
・
台
湾
・
韓
国
の
大
学
で
日

本
語
を
勉
強
し
て
い
る
学
生
を
受

け
入
れ
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

期
間
＝
７
月
13
日（
土
）～
28
日

（
日
）

⃝

定
員
＝
30
世
帯

⃝

申
込
期
限
＝
５
月
31
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い

も
交
流
事
務
局【
斉
藤
】☎
０
９

０（
１
９
２
６
）８
３
８
０

上
野
原
縄
文
の
森

■
縄
文
の
森
知
り
隊

施
設
ス
タ
ッ
フ
が
皆
さ
ん
の「
知

り
た
い
」を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

⃝
�

期
日
＝
６
月
15
日（
土
）、７
月�

12
日（
金
）、10
月
12
日（
土
）、12

サ
ン
・
あ
も
り

■
心
と
体
の
健
康
Ｙヨ

ガ

Ｏ
Ｇ
Ａ
講
座

⃝
 

期
間
＝
６
月
11
日
～
８
月
20
日

（
全
て
火
曜
・
全
10
回
）

⃝
  

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

⃝
�

対
象
＝
成
人
女
性（
高
校
生
を

除
く
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
25
人（
10
人
以
上

で
実
施
）

⃝
�

受
講
料
＝
５
５
０
０
円

⃝

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
調
理
講
義

室
ほ
か

⃝

定
員
＝
先
着
30
人

⃝
�

年
会
費
＝
１
５
０
０
円（
保
険

料
込
み
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
は
が
き
に
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送

⃝

申
込
期
限
＝
６
月
７
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
市
生
活
学
校【
大
原
】

☎（
45
）０
５
３
９
、
〒
８
９
９

－
４
３
０
４
国
分
清
水
１
－
25

－
12

障
が
い
者
の
就
労
技
術
を

身
に
付
け
る
講
座

■
パ
ソ
コ
ン
事
務
科（
鹿
児
島
）

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
や
仕
事

に
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど

の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

⃝
�

期
間
＝
６
月
26
日（
水
）～
９
月

13
日（
金
）

⃝
�

場
所
＝
ｅイ

ー

ワ
ー
カ
ー
ズ
鹿
児
島

鹿
児
島
校（
鹿
児
島
市
新
屋
敷

町
16
－
４
１
７
）

⃝
�

対
象
＝
早
期
の
就
職
や
再
就
職

を
目
指
す
障
が
い
者

⃝

定
員
＝
11
人

※
選
考
面
接
が
あ
り
ま
す
。

⃝
�

申
込
方
法
＝
必
要
書
類
を
最
寄

り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出

１
６

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
相
談

や
人
権
の
考
え
方
を
広
め
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

■
市
の
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

◦�

国
分
＝
山
下
佐
和
子
、
池
田
裕ひ

ろ

子こ

、
宝
満
淑よ

し

朗ろ
う

、
久
保
京
子
、

梅
北
悟

◦��

溝
辺
＝
長
谷
川
喜
一

◦�

横
川
＝
深
川
猛

◦�

牧
園
＝
松
元
英
雄

◦�

霧
島
＝
中
神
実

◦�

隼
人
＝
柳
田
五
月
、
勝
目
八
州

江
、
最
勝
寺
妙
、
堀
ノ
内
昭
二

◦�

福
山
＝
永
田
聖し

ょ
う

子こ

■
特
設
相
談
所

⃝
�

日
時
＝
６
月
４
日（
火
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
総
合
福
祉
セ
ン
タ�

ー
、
溝
辺
総
合
支
所
、
横
川
健

康
温
泉
セ
ン
タ
ー
、
牧
園
総
合

支
所
、
霧
島
総
合
支
所
、
隼
人

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
福

山
農
村
青
年
の
館

■
常
設
相
談
所

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

で
は
、
右
記
の
人
権
擁
護
委
員
な

ど
に
よ
る
常
設
の
人
権
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

◎�

�問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島

支
局
☎（
45
）０
０
６
４

月
14
日（
土
）、
１
月
26
日（
日
）

⃝
�

場
所
＝
上
野
原
縄
文
の
森
園
内

⃝

対
象
＝
高
校
生
以
上

⃝

定
員
＝
20
人

※�

全
５
回
の
活
動
が
可
能
で
、
メ�

ー
ル
連
絡
可
能
な
人
を
優
先
。

⃝
�

参
加
料
＝
無
料（
活
動
内
容
に

よ
っ
て
は
自
己
負
担
あ
り
）

⃝

申
込
期
限
＝
６
月
９
日（
日
）

◎�

�問・�申
＝
上
野
原
縄
文
の
森
☎

（
48
）５
７
０
１

第
一
工
科
大
学
公
開
講
座

■ 

算
数
・
数
学
学
習
の 

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

⃝
�

日
時
＝
６
月
１
日（
土
）午
前
10

時
～
11
時

⃝

受
講
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
第
一
工
科
大
学
社

会
・
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

⃝

申
込
期
限
＝
５
月
25
日（
土
）

◎�

�問
＝
第
一
工
科
大
学
社
会
・
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
☎（
45
）０
６

４
０

き
り
し
ま
・
国
分
子
ど
も
劇
場

■�

太
田
ひ
ろ
し
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

「
不
思
議
っ
て
ス
テ
キ
」

⃝
�

日
時
＝
５
月
30
日（
木
）午
後
６

時
30
分
～
７
時
30
分

⃝
�

必
要
な
物
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
バ

ス
タ
オ
ル
可
）、
室
内
シ
ュ
ー
ズ

◎�

�問・�申
＝
サ
ン・あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

貯
筋
運
動
教
室

貯
筋
運
動
と
は
、
下
肢
筋
力
を

鍛
え
る
こ
と
で
、
フ
レ
イ
ル（
加

齢
に
よ
る
心
身
の
衰
え
）や
寝
た

き
り
を
予
防
す
る
た
め
の
運
動
で

す
。

⃝

申
込
期
限
＝
５
月
27
日（
月
）

◎�

�問
＝
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
☎
０
９
９
６（
44
）２
２

０
６

県
民
の
森
イ
ベ
ン
ト

■ 

親
子
で
梅
ち
ぎ
り
と
パ
カ
ポ
コ

竹
馬
作
り
体
験

⃝
�

日
時
＝
６
月
２
日（
日
）午
前
９

時
30
分
～
正
午

⃝
�

集
合
場
所
＝
県
民
の
森
管
理
事

務
所（
姶
良
市
北
山
３
４
６
４

－
１
１
９
）

⃝

対
象
＝
３
歳
以
上

⃝

定
員
＝
10
家
族

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

⃝
�

参
加
料
＝
１
人
３
０
０
円（
保

険
料
込
み
）

※�

材
料
代
と
し
て
別
途
、
竹
馬
作

り
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
２
０

０
円
が
必
要
。

⃝
�

必
要
な
物
＝
野
外
活
動
が
で
き

る
服
装
・
靴
、
軍
手
、
手
提
げ

袋（
梅
持
ち
帰
り
用
）、
飲
み
物

⃝

申
込
期
限
＝
５
月
21
日（
火
）�

■ 

薬
草
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

レ
ン
ド
テ
ィ
ー
作
り

⃝
�

日
時
＝
６
月
16
日（
日
）午
前
９

時
30
分
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
県
民
の
森
緑
化
セ
ン

タ
ー
（
溝
辺
町
有
川
２
９
８
７

⃝

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

⃝
�

講
師
＝
健
康
運
動
普
及
推
進
員

⃝
�

対
象
＝
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で

医
師
か
ら
の
運
動
制
限
や
関
節

系
の
障
害
な
ど
が
な
い
市
民

⃝

定
員
＝
各
先
着
25
人

⃝

参
加
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
期
間
＝
５
月
15
日（
水
）～

22
日（
水
）

◎�
�問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

０
５

市
生
活
学
校
生

安
心
で
安
全
な
暮
ら
し
を
築
く

た
め
に
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
問
題
や
食
品
ロ
ス
問
題
な
ど
に

取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

期
間
＝
５
月
～
３
月（
毎
月
第

３
月
曜
）

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

期　
　
日

国分保健センター（全16回）

6/6（木）、6/17（月）、7/1（月）、7/17（水）、
8/7（水）、8/19（月）、9/2（月）、9/18（水）、
10/9（水）、10/22（火）、11/1（金）、11/26（火）、
12/11（水）、12/25（水）、1/15（水）、1/29（水）

宮内地区公民館（全て火曜・全16回）

6/4、6/18、7/2、7/16、8/6、8/20、
9/3、9/17、10/1、10/15、11/5、11/19、

12/3、12/17、1/7、1/21

講 座 名 内　容 日  時 場  所 定員 申込期限

新・国際交流員と
交流しよう

新しく着任した中国の
国際交流員が、出身地・
湖南省を紹介します。

5/29（水）�
18：30 ～
19：40 国分公民館

中研修室

先着
15人

5/28�
（火）

English Hour
（上級）

海外旅行でよく使う英
語を学びます。

5/30（木）�
18：30 ～
19：30

先着
20人

5/29�
（水）

国際交流員と交流しよう
　国際交流員（CIR）は、外国から訪問団が訪れたときの通訳や公用文の翻訳をしま
す。さまざまなイベントなどにも出席し、外国文化の紹介や異文化交流の橋渡し
を担っています。

◦対象＝市民��◦参加料＝無料��◦申込方法＝電話か市ホームページから
�問・�申＝市民活動推進課  ☎（64）0924

張
ちょう

  玉
ぎょく

 さん（28）
【中国湖

こ
南
なん
省出身】

皆 さん、こんにちは。中国の湖
こ
南
なん
省から来ました「名探偵コ

ナン」ではなく、新しい国際交流員の張
ちょう
�玉
ぎょく
と申します。

　生まれも育ちも湖南省ですが、天津や重慶、上海、深圳など、
中国各地で生活したことがあります。中国のグルメや音楽、最新
トレンドなど、ご興味のあることがあれば遠慮なく聞いてくださ
い。日本についても興味津々なので、ぜひこれからたくさんお話
しましょう。皆さんとお会いできるのを楽しみにしてます。

錦江湾奥おでかけ情報 錦江湾奥会議を構成するまちの
イベント情報などを紹介します。

※�錦江湾奥会議は、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島
市の４市が行政区を越えて連携し、地域活性化を図る取り組みです。

◦�日時＝６月15日（土）午後１時30分から（開場＝午後１時）
◦�場所＝垂水市文化会館（垂水市田神2750-1）
◦�料金＝無料
※入場券（自由席）が必要となります。
�問＝垂水市社会教育課  ☎0994（32）7551

垂水の偉人で行進曲の父である瀬戸口藤吉翁の功績を
顕彰するコンサートです。海上自衛隊佐世保音楽隊が奏
でる迫力のある音楽をお楽しみください。

瀬戸口藤吉翁のふるさとコンサート垂水
市
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図書館へ行こう
スマホ用 携帯用 インスタグラム

http://www.lib-kirishima.jp/

読
者
の
お
便
り

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Letter

燃
え
る
よ
う
な
鮮
烈
な
赤
の
キ

リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
に
魅
了
さ
れ
「
今

月
の
表
紙
」
を
真
っ
先
に
読
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
表
紙
写
真
の
ツ

ツ
ジ
は
被
災
さ
れ
た
石
川
県
の
能

登
地
方
か
ら
里
帰
り
し
た
も
の
な

の
で
す
ね
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
植
生
場
所
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
４
カ
所
で
合
計
約
２
０
０
株

と
知
り
、
そ
の
少
な
さ
に
も
驚
き

ま
し
た
。（
き
み
ち
ゃ
ん
65
歳
）

●

表
紙
の
写
真
は
ど
こ
だ
ろ
う
と

い
つ
も
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
確
認

し
て
い
ま
す
。
季
節
感
の
あ
る
も

の
や
い
ろ
ん
な
節
目
の
写
真
な
ど

感
動
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。（
デ

ブ
っ
ち
ょ
58
歳
）

▼
広
報
誌
の
表
紙
は
、
発
行
月
に

合
っ
た
植
物
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
を
選
ん
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

仕
事
柄
、
学
校
給
食
を
38
年
間

食
べ
ま
し
た
。
給
食
通
信
は
毎
回

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
大
好
き
な
チ
キ
ン
南
蛮

だ
っ
た
の
で
、レ
シ
ピ
を
見
て
作
っ

て
み
ま
し
た
。
自
己
流
で
作
っ
て

い
た
チ
キ
ン
南
蛮
と
は
違
い
と
て

も
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
。
お
か

ず
部
門
第
１
位
も
う
な
ず
け
ま
す
。

（
バ
ッ
シ
ー
62
歳
）●

ま
す
。（
れ
も
に
ゃ
ん
38
歳
）

▼
給
食
通
信
で
は
、
市
内
小
中
学

校
の
給
食
風
景
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
取
材
に
行
く
と
子
ど
も
た
ち

の
楽
し
そ
う
な
顔
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
、
元
気
を
も
ら
え
ま
す
。

検
診
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報

が
非
常
に
分
か
り
や
す
く
読
め
ま

す
。
お
得
な
情
報
を
得
る
こ
と
も

多
く
て
あ
り
が
た
い
で
す
。
募
集

コ
ー
ナ
ー
や
参
加
無
料
コ
ー
ナ
ー

が
あ
る
と
良
い
の
で
は
と
思
い
ま

す
。（
は
る
る
31
歳
）

▼
毎
月
い
ろ
い
ろ
な
提
案
を
い
た

だ
き
ま
す
。
よ
り
良
い
広
報
誌
づ

く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

毎
月
自
治
会
か
ら
配
布
さ
れ
る

広
報
き
り
し
ま
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
普
段
、
学
校
給
食
の
仕

事
を
し
て
お
り
給
食
や
学
生
さ
ん

の
記
事
が
あ
る
と
何
度
も
読
み
返

し
て
い
ま
す
。
小
学
生
の
子
ど
も

が
い
る
の
で
、休
日
当
番
医
の
コ
ー

ナ
ー
は
あ
り
が
た
い
で
す
。（
あ
お

い
く
ん
マ
マ
40
歳
）●

い
つ
も
給
食
通
信
を
楽
し
み
に

読
ん
で
い
ま
す
。
栄
養
満
点
な
給

食
メ
ニ
ュ
ー
と
、
お
い
し
そ
う
に

給
食
を
頬
張
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
写
真
を
見
な
が
ら
「
わ
が
家

で
も
ま
ね
し
て
作
っ
て
み
よ
う
か

な
」
と
と
て
も
参
考
に
な
っ
て
い

ま
す
。

写
真
が
多
く
て
見
や
す
く
表
紙

も
き
れ
い
で
す
ね
。
青
森
出
身
で

ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
な
の

で
、
い
ろ
ん
な
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。（
と
や

と
や
26
歳
）

▼
よ
う
こ
そ
霧
島
市
へ
。
毎
月
読

者
ク
ー
ポ
ン
な
ど
も
付
い
て
い
ま

す
の
で
活
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
た
く
さ
ん
の
お
便
り

を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
誌
面
の
都
合
上
、
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

2024.5

德
田
多
美
さ
ん（
隼
人
町
）

今
月
の
絵
手
紙

絵手紙を募集しています。住所、氏名、電話番号を明記して
秘書広報課まで郵送ください。

本誌への感想、霧島市への思いなど、たく
さんの声をお寄せください。お便りはとじ
込みのはがき、市ホームページからお送り
ください。

茂
も

垣
が き

 志
し

乙
お

里
り

　著
税金はどのように集められ、どの
ように使われるのか。税の歴史や
種類、個人にかかる税の仕組み、
税の使い道の決め方などを、漫画
と図解で分かりやすく紹介します。

石川 伸一　著
３Dフードプリンターはどのような
社会を創るのか。介護食、災害
食、代替タンパク源など３Dフード
プリンターによって可能になるで
あろう未来の食卓を予想します。

群 ようこ　著
あふれかえる洋服、本、フィギュア、
ため込んだ非常食、密かに隠し
た写真に手紙。身内の身の回り
を断捨離しようとする人たちの右
往左往する姿を描く連作小説。

鍋田 敬子　作
なっちゃんは小さかった頃の話を
聞くのが大好き。お母さんはなっ
ちゃんの様子を面白おかしく語り
始めます。ユーモアたっぷりに描
かれる、家族の温かい物語です。

新 刊 紹 介

私
の
税
金
、

ど
こ
へ
行
く
の
？

な
っ
ち
ゃ
ん
が

ち
っ
ち
ゃ
か
っ
た
こ
ろ
の

お
は
な
し

ク
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

捨
て
た
い
人

捨
て
た
く
な
い
人

イ ベ ン ト 名 日　　時［対　象］ 場　所

ほるとの森おはなし会 ５月25日（土） 14：30 ～ 15：00
６月８日（土） 14：30 ～ 15：00

国分図書館幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） ６月１日（土） 10：30 ～ 11：30

赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ６月３日（月） 10：30 ～ 11：00

きりしま読書会 ５月19日（日） 10：30 ～ 11：30［成人］
問=池田  ☎090（1874）1086

メディア
センター

おはなしの部屋
５月19日（日） 11：00 ～ 11：30［幼児・小学生］
６月７日（金） 11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］
６月９日（日） 11：00 ～ 11：30［幼児］

隼人図書館

読み聞かせの時間 毎週水曜 11：00 ～ 11：20［幼児］ 横川図書室

国分図書館／☎（64）0918
隼人図書館／☎（43）7574
溝辺図書室／☎（58）3391
横川図書室／☎（72）1596
牧園図書室／☎（76）2714
霧島図書室／☎（57）0316
福山総合支所地域振興課／☎（56）2012

市内７カ所の図書館（室）で
本が借りられます。

霧島市立図書館に
おいでください

新刊紹介
はじめてのＧmail ／石塚亜紀子
時間をかけて考える／養老孟司
ビジネスマナーの解剖図鑑／北條久美子
竜の医師団１／庵野ゆき
いつもの焦りやイライラがなくなるせっかちさんの本／
杉浦義典
現代中国を知るための54章／藤野彰
介護でもらえる「お金」と「保障」がすらすらわかるノート／河北美紀
手と指のリハビリレク／錠内広之
いきものづきあいルールブック／一日一種
老後に楽しみをとっておくバカ／和田秀樹
20歳の自分に教えたい経済のきほん／池上彰
罪の年輪／堂場瞬一
ファズイーター／深町秋生
探しものは北欧で／森百合子
霧島から来た刑事２／永瀬隼介
津田梅子／高田桂
やってみようバドミントン／松村美智子
あじ／神永曉

さとる

大迫力！異界の都市伝説大百科／朝里樹
ねこのさら／川端誠

霧島市立
図書館

図書館の
利用が便利に

・ 利用状況（返却日など）の確認
・ 本の予約・キャンセル
・ 貸出期間の延長手続き　　　
・ 読書記録の登録・確認 
（パソコン版のみ）

・ スマートフォンの画面提示に
よる貸し出し

・ 予約本の連絡（メールか電話）
・ 新着図書・返却期限のお知らせ

メール

�問＝国分図書館  ☎（64）0918

※�予約図書の受け取りや返却は、貸し出しロッカー・返却
ポストを利用ください。

�問＝溝辺図書室 ☎（58）3391、国分図書館 ☎（64）0918

休館のお知らせ
特別整理期間のため
次の期間休館します。

◦期間 =６月３日（月）～５日（水）
◦期間 =６月10日（月）～19日（水）

図書館のホームページでメー
ルアドレス・パスワードを登録
すると、便利なサービスが利用
できます。

溝辺図書室
国分図書館
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◎人口／ 123,179人（- 580）  ◎世帯数／ 62,581世帯（- 25）
・男性／59,670人（-344） ・女性／63,509人（-236） ・出生57人 ・死亡124人 ・転入934人 ・転出1,441人 （令和６年４月１日現在）

国
分
駐
屯
地

小
学
生
の
時
、
国
分
駐
屯
地

内
の
国
分
西
柔
道
ク
ラ
ブ
で
柔

道
を
始
め
、
世
界
的
な
選
手
に

な
っ
て
も
常
に
謙
虚
な
濵
田
尚

里
選
手
。
先
日
も
、
本
市
で
開

催
さ
れ
た
小
中
学
生
が
参
加
す

る
国
分
縄
文
旗
柔
道
大
会
に
ゲ

ス
ト
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

東
京
五
輪
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
後
は
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
な
成
績
を
残
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
４
月
に

開
催
さ
れ
た
全
日
本
選
抜
体
重

別
選
手
権
で
涙
の
復
活
優
勝
。

パ
リ
五
輪
の
出
場
は
か
な
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
月
開
催
さ

れ
る
世
界
柔
道
選
手
権
ア
ブ
ダ

ビ
大
会
へ
の
出
場
が
決
定
し
ま

し
た
。
お
家
芸
と
も
い
え
る
寝

技
に
加
え
、
強
化
し
た
足
技
を

駆
使
し
、
金
メ
ダ
ル
目
指
し
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

一
方
、
私
は
先
月
、
陸
上
自

衛
隊
第
八
師
団
の
記
念
行
事
に

出
席
。
村
山
司
令
を
始
め
歴
代

司
令
の
ご
推
挙
に
よ
り
八
師
団

長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
国
分
駐
屯
地
が
長
年
築
い
て

き
た
絆
の
た
ま
も
の
で
す
。

国
防
や
災
害
援
助
に
と
ど
ま

ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
国
分
駐

屯
地
。
今
後
も
良
好
な
関
係
を

築
い
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

中
重
真
一

ED
IT

O
R

'S

新緑の季節（霧島田口）
４月14日  午前11時24分

今月の表紙

➡市ホームページから
もプレゼントの申し込
みができます。

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

妻の両親に誘われ、久 に々霧島神話の
里公園へ出かけました。霧島錦江湾
国立公園内にあり、人気の道の駅ラン
キングでは県内上位に入る同公園。ヤ
ギやウサギに触れ合え、全長390ｍの
スーパースライダーで遊べるなど子ども
連れにもお薦めです。霧島の雄大な
山々だけでなく、天気が良ければ開聞
岳まで望めます。新緑が気持ちいいこの
季節、自然の中に出かけてみては（西）

【撮影データ】

デジタルカメラ  レンズ18 ～ 55mm・F3.5-
5.6　1/1250秒　F5.0　ISO400

気が小さく何事にも引っ込み思案な私の好物は、チキン。てくてく
ぱくぱくでは、満を持してチキン南蛮７

なな

８
はち

さんをご紹介。モモ肉
派の私はムネを躍らせ店内へ。私好みのぷりぷりチキンに、ほっぺた落
ち放題。初めて食べたしいたけ南蛮に、目からうろこも落ちました（西）

天降川リサイクルセンターと敷根清掃センターへ特集の取材に。「資
源ごみ」と言っていた自分に気づかされ、さらに説明を聞いて「資

源物」だなと実感しました。うずたかく積まれた可燃ごみの山や処理費
用にも衝撃を受けました。少しでも考えてもらう機会になれば（伊地知）

感謝の気持ちいっぱいで子育て支援課を卒業し、４月から秘書広
報課でお世話になっています。迷惑をかけ続ける毎日ですが、頼

れる先輩方の背中を目標に、さらに愛される広報きりしまを作りたいで
す。着実にスキルアップするためにも、追いつけ追い越せ昨日の自分（東）

３月末に隼人町住吉の稲荷山公園で自治会の花見がありました。そ
こは昔、私が通った隼人保育園があった場所。さらに時代をさか

のぼると富隈城という城があった場所でもあります。小高い丘からは錦
江湾、霧島山も一望できて気持ちがいいですよ。お散歩にどうぞ（冨久）

↑アプリのダウンロードは
こちらから。フィーチャー
フォンは通知機能のみ利用
できます

きりしま防災・
行政ナビ

いつでも、どこでも、霧島市の情報を。
より多くの皆さんに市の情報を知ってもらうため、さまざ
まなツールで情報を発信しています。

マチイロ（広報誌電子版） 霧島市Ｘ（旧Twitter）

霧島市ホームページ 霧島市Facebook

動画共有サイトYouTubeで霧
島市が公開している動画を見
られます。

霧島市を好きになってもらう
ために霧島市の魅力を発信し
ています。

YouTube動画配信 きりしまWAGON（Facebook）

観光や子育て、移住定住情報、
イベントカレンダー、行政情
報など情報満載。

市の公式フェイスブック。「い
いね」をして市からの最新情
報をキャッチしてください。

発行日に広報きりしまがス
マートフォンやタブレットへ
自動配信されます。

霧島市をフォローすると、市
ホームページが更新されるた
びに情報が届きます。

アプリのアイコン

Android

Lifevision Lifevision

iOS

◎��秘書広報課にお便りをくださった方の中から抽選で、林家木久扇・桂竹丸・林家きく姫・林家
十八の「サイン入り色紙」を３人にプレゼント。応募締め切りは５月21日（火）必着です。

※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

5PRESENTS

4月20日に国分ハウジングホール（市民会館）で
開催された「林家木久扇大喜利卒業記念・霧
島公演」。林家木久扇さん、桂竹丸さん、林家
きく姫さん、林家十八さんから、市民の皆さま
に「サイン入り色紙」をいただきました。

林家木久扇・桂竹丸・林家きく姫・林家十八の
「サイン入り色紙」を３人にプレゼント

時
代
に
奉
納
さ
れ
た
物
で
、
面
に
よ
っ
て
は

制
作
年
や
制
作
者
の
銘
が
あ
り
、
か
つ
て
は

霧
島
神
宮
の
社
殿
内
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。お

金
や
物
事
の
や
り
繰
り
を
す
る「
工く

面め
ん

」

と
音
が
通
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
工
業
者

に
特
に
信
仰
さ
れ
、
社
号
や
商
品
名
な
ど
で

九
面
の
名
を
使
用
し
て
い
る
業
者
も
あ
り
ま

す
。
霧
島
神
宮
の
お
守
り
の
デ
ザ
イ
ン
や
周

辺
の
橋
の
欄
干
に
モ
チ
ー
フ
と
し
て
使
わ
れ

た
り
、
霧
島
九
面
太
鼓
で
は
複
製
の
九
面
を

着
け
て
演
奏
し
た
り
と
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
市
内
の
神
社
に
は
古
く
て

珍
し
い
面
が
数
多
く
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
だ
地
域
の
神
社
の
中
に
残
っ
て
い
る
物

も
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
、
外
か
ら
魔
が
入
ら

な
い
よ
う
に
そ
の
勤
め
を
果
た
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。
現
代
の
マ
ス
ク
も
霧
島
の
仮
面

も
、
外
か
ら
の
災
い
を
防
い
で
く
れ
る
大
事

な
存
在
で
す
。

（
文
責
＝
小
水
流
）

の
仮
面
の
う
ち
２※

阿あ

吽う
ん

形ぎ
ょ
うの

二
つ
に
は
貞

じ
ょ
う

和わ

５（
１
３
４
９
）年
の
銘
が
あ
り
、
記
銘
の
あ

る
物
と
し
て
は
県
内
最
古
で
す
。
も
と
も
と

は
神
社
の
社
殿
を
改
築
し
た
際
に
入
口
に
掲

げ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
現
在
は
横
川
郷
土
館
で
展
示

し
て
い
ま
す
。

止と

上が
み

神
社
の
面

国
分
重
久
に
あ
る
止
上
神
社
は
県
内
で
最

も
多
い
51
点
も
の
仮
面
を
所
有
し
て
い
て
、

全
国
的
に
見
て
も
非
常
に
珍
し
い
事
例
で
す
。

そ
の
う
ち
38
点
が
信
仰
面
で
、
古
い
物
で
は�

明
応
４（
１
４
９
５
）年
の
物
が
あ
り
ま
す
。

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
作
ら
れ
た

物
が
多
く
、
中
に
は
絶
対
に
顔
に
は
着
け
ら

れ
な
い
大
型
の
面
も
あ
り
、
迫
力
が
あ
り
ま

す
。
現
在
は
国
分
郷
土
館
に
寄
託
、
展
示
さ

れ
て
お
り
、
ず
ら
り
と
並
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
仮

面
は
圧
巻
で
す
。

九く

面め
ん

市
内
の
神
社
の
面
で
特
に
有
名
な
の
は
、

霧
島
神
宮
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
九
つ
の
面
で

あ
る「
九
面
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
江
戸

す
っ
か
り
定
着
し
た
感
の
あ
る
マ
ス
ク
は
、

花
粉
が
舞
う
こ
の
季
節
も
ま
た
、
手
放
せ
な

い
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
有

害
な
も
の
が
体
に
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
マ
ス

ク
は
、
和
訳
す
る
と「
仮
面
」。
霧
島
に
は
特

徴
的
な
仮
面
文
化
が
あ
り
ま
す
。

南
九
州
の
仮
面
文
化

南
九
州（
鹿
児
島・宮
崎
南
部
）の
神
社
な
ど

に
は
大
量
の
仮
面
が
残
っ
て
い
て
、
全
国
的

に
見
て
も
仮
面
が
濃
密
に
分
布
す
る
地
域
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
舞
や
踊
り
な
ど
で
使

わ
れ
、
人
が
着
け
る
用
途
で
使
う
芸
能
面
も

多
い
の
で
す
が
、
南
九
州
の
特
徴
的
な
も
の

と
し
て
、
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
壁
な
ど
に
飾

る
１※

信
仰
面
が
あ
り
ま
す
。
信
仰
面
は
神
社

の
壁
や
柱
な
ど
に
掛
け
ら
れ
、
恐
ろ
し
い
表

情
で
魔
を
払
う
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
特
に
霧
島
市
内
の
神
社
に
は
、
個
性
が

際
立
つ
仮
面
が
多
く
あ
り
ま
す
。

安や
す

良ら

神
社
の
仮
面

県
内
に
あ
る
信
仰
面
の
中
で
最
も
古
い
と

さ
れ
る
の
が
、
横
川
町
上
ノ
の
安
良
神
社
に

伝
わ
る
仮
面
で
す
。
奉
納
さ
れ
て
い
る
12
枚

The gatew
ay to local history

仮
面
文
化

安
やす
良
ら
神社の仮面

（県指定文化財、横川郷土館展示中）
止
と
上
がみ
神社の面

（市指定文化財、国分郷土館展示中）

霧島神宮の九
く
面
めん
（市指定文化財）

※
１　
面
の
分
類
は『
国
分
郷
土
誌
』の
分
類
方
法
に
よ
る
。

※
２　

�

阿あ

形ぎ
ょ
う（

口
を
開
け
て
い
る
形
）と
吽う

ん
形ぎ

ょ
う（

口
を
閉
じ
て
い
る

形
）の
二
つ
で
一
対
の
も
の
。
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